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たうゆがみよろぼひて夜目にこそしるきながらも萬かくろへたること多かりけれ。いと哀に寂しう荒れ惑へるに松の雪のみ暖かげに降り積める、山里の心地して物あはれなるを、かの人々のいひし葎の門はかやうなる所なりけむかし。げに心苦しくらうたげならむ人をこゝにすゑて後めたう戀しと思はゞや、あるまじき物思はそれに紛れなむかしと、思ふやうなるすみかに合はぬ御有樣は取るべき方なしと思ひながら、我ならぬ人はまして見忍びてむや、わがかう見馴れけるは父みこの後めたしとたぐへ置き給ひけむたましひのしるべなめりとぞおぼさるゝ。橘の木のうづもれたる、御隨身召して拂はせ給ふ。うらみがほに松の木のおのれ起きかへりて、さとこぼるゝ雪も名にたつ末のと見ゆるなどを、いと深からずともなだらかなる程にあひしらはむ人もがなと見給ふ。御車出づべきかどはまだあけざりければ鍵のあづかり尋ね出でたれば翁のいといみじきぞ出て來たる。むすめにやうまごにや、はしたなる大きさの女の、きぬは雪にあひて煤け惑ひ寒しと思へる氣色深うて、怪しきものに火をたゞほのかに入れて袖ぐゝみにもたり。翁かどをえあけやらねば寄りてひき助くるいとかたくなゝり。御供の人寄りてぞあけつる。

　「ふりにける頭のゆきを見る人も劣らずぬらすあさのそでかな。若き者はかたちかくれず」とうちすじ給ひて、花の色に出でゝいとさむしと見えつる御面影ふと思ひ出でられてほほゑまれ給ふ。頭中將にこれを見せたらむ時如何なる事をよそへいはむ。常に窺ひくれば今見つけられなむとすべなうおぼす。よのつねなるほどのことなることなさならば思ひ捨
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